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ゆずり愛バスレーン実証実験開始４
県の動き

実証期間
令和８年

11月２日（月）
▼

令和９年
３月31日（水）

実施区間
那覇市 ～ 沖縄市
 （久茂地） （胡屋）

宜野湾市 ～ 北谷町
 （伊佐） （桑江）

沖縄県の交通課題
県の中南部は約120万人が暮らす大都市圏ですが、戦
後、鉄道が復旧しないまま発展してきたため、移動の柱
となる交通網が十分に整わず、多くの人が車に頼らざる
を得ない状況です。
その結果、那覇市を中心とする中南部では慢性的な交
通渋滞が発生し、経済損失を生じていることが大きな課
題となっています。この渋滞を解消していくためには、
輸送力の高いバスの利便性を高め、公共
交通を利用しやすくすることが必要です。

県のこれまでの取組
県はこれまでも、道路整備と合わせてバスレーンの延
長やIC乗車券（OKICA）の導入、公共交通の運行状況
の提供、バス停の整備、ノンステップバスの導入など、バ

スの利便性向上のためさまざまな取組を行ってきました。

ゆずり愛バスレーン実証実験の概要
今年度の新たな取組として、「ゆずり愛（協力型）バス
レーン実証実験」を行います。
この実証実験は、法的な規制ではなく、皆さまの「ゆ
ずり愛」でバスを円滑に運行させる取組です。
第一車線を走行中に後ろからバスが来た際は、無理の
ない範囲で道をお譲りください。あわせて、あなたの通
勤・通学やお出かけにも、ぜひバスをご利用ください。
交通の流れが円滑になれば、移動時間の短縮や朝夕の
渋滞ストレスの軽減など、今日あなたがバスにゆずった
道は、巡り巡ってご自身の快適な移動にもつながります。
誰もが自由に快適に移動できる暮らしの実現に向け、今
後も公共交通の充実に取り組んでいきます。
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14美ら島沖縄 2026年11月号
県立総合運動公園 体育館

第30回沖縄県
産業教育フェア

高校生美ら産フェア13 14金 土
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